
下
小
口
ち
と
せ
会

　
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間

23
1

木

20 令和7年3月

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先　役場　秘書広報室　95-1616
「まちの話題」は大口町NPO登録団体 ZOOMが取材・編集をおこなっています。

　

下
小
口
学
共
で
下
小
口
ち
と
せ
会
が
、

「
憩
い
の
演
芸
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
目
は
、
漫
談
・
落
語
・
歌
謡

西
保
育
園
父
母
の
会
が
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る

7
2

金

　

西
保
育
園 

父
母
の
会
役
員
で
、
医
療
従

事
者
、
保
育
関
係
に
従
事
す
る
４
名
が
、

園
児
た
ち
に
『
命
の
大
切
さ
』
を
４
つ
の

話
に
分
け
て
伝
え
ま
し
た
。

　

命
に
は
音
が
あ
る
と
教
わ
っ
た
園
児
た

ち
は
、
聴
診
器
で
お
友
だ
ち
の
心
臓
の
音

を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
べ
物
に
も
命

が
あ
り
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
こ
め

て
い
た
だ
く
こ
と
。
続
い
て
「
自
分
だ
け

の
大
事
な
と
こ
ろ
」
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ゾ
ー
ン
の
知
識
を
伝
え
ま
し
た
。
最
後

は
「
命
の
誕
生
の
話
」。
お
母
さ
ん
の
お
腹

の
中
で
命
が
生
ま
れ
、
10
か
月
か
け
て
育

ち
誕
生
し
ま
す
。
み
ん
な
も
命
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
と
話
し
か
け
ま
し
た
。

▲聴診器でお友だち命の音を聞く

▲大切な命の重みを抱っこ

▲中野金弘さん

▲長江希代子さん ▲北野信義さん

シ
ョ
ー
で
す
。
漫
談
は
大
口
町
に
お
住
ま

い
の
中
小
路
歌
麿
こ
と
中
野
金
弘
さ
ん
が
、

脳
ト
レ
体
操
を
取
り
入
れ
た
軽
快
な
ト
ー

ク
で
会
場
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

落
語
は
、
鳩
吹
亭 

小
寿
慶
こ
と
北
野
信

義
さ
ん
が
身
振
り
手
振
り
を
交
え
噺
を
披

露
し
、
会
場
を
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手 

長

江
希
代
子
さ
ん
が
歌
う
春
の
メ
ド
レ
ー
を

聴
い
た
あ
と
、
童
謡
を
一
緒
に
歌
い
ま
し

た
。
初
め
は
小
さ
な
声
で
し
た
が
、
歌
の

レ
ッ
ス
ン
後
は
発
声
も
よ
く
、
表
情
も
豊

か
に
な
っ
た
と
合
格
点
を
い
た
だ
き
、
参

加
者
全
員
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。



21令和7年3月

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先　役場　秘書広報室　95-1616
「まちの話題」は大口町NPO登録団体 ZOOMが取材・編集をおこなっています。

南
地
域
自
治
組
織
　
防
災
講
演
会

18
1

土

子
ど
も
会
　
紙
ひ
こ
う
き
大
会

19
1

日

　

中
央
公
民
館
集
会
室
に
て
、
紙
ひ
こ
う

き
大
会
が
開
催
さ
れ
、
86
組
２
４
９
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

よ
く
飛
ぶ
紙
ひ
こ
う
き
を
研
究
し
て
大

会
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
多
く
、
3

部
門
で
新
記
録
が
出
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
8
月
に
開
催
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

未
就
学
児
の
部

　

１
位　

江
口
叶
泰
さ
ん(

豊
田)

　

２
位　

藤
田　

唯
さ
ん(

さ
つ
き
ケ
丘)

　

３
位　

川
端
か
す
み
さ
ん(

上
小
口)

１
年
生
・
２
年
生
の
部

　

１
位　

菊
池
絆
斗
さ
ん(

大
屋
敷)

　

２
位　

江
口
結
莉
さ
ん(

豊
田)

　

３
位　

三
輪
新
太
さ
ん(

下
小
口)

３
年
生
・
４
年
生
の
部

　

１
位　

江
口
結
都
さ
ん(

豊
田)

　

２
位　

川
﨑
郁
弥
さ
ん(

下
小
口)

　

３
位　

齋
藤　

巧
さ
ん(

河
北)

５
年
生
・
６
年
生
の
部

　

１
位　

堀　

陽
太
さ
ん(

大
屋
敷)

　

２
位　

秋
田
孝
仁
さ
ん(

余
野)

　

３
位　

伊
藤
晃
大
さ
ん(

余
野)

中
学
生
以
上
の
部

　

１
位　

佐
竹　

努
さ
ん(

秋
田)

　

２
位　

小
澤
尚
記
さ
ん(

秋
田)

　

３
位　

山
本
貴
文
さ
ん(

さ
つ
き
ケ
丘)

▲会場の中央公民館集会室で▲菊池絆斗さん

▲江口結都さん

▲堀　陽太さん

▲江口叶泰さん▲佐竹　努さん

　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で
、『「
向
こ
う
三
軒

両
隣
」
が
救
う
地
域
づ
く
り
』
と
題
し
、

南
地
域
自
治
組
織
の
防
災
講
演
会
が
開
か

れ
、
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館 

西
松
学
芸
員
を
お
招

き
し
、
１
９
５
９
年(

昭
和
34
年)

に
伊

勢
湾
台
風
を
経
験
し
た
3
名
の
方
を
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
、
本
町
で
の
被
害
状
況
か
ら

実
際
の
経
験
談
を
と
お
し
、
災
害
の
怖
さ

と
近
所
の
あ
り
が
た
さ
に
つ
い
て
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
半
の
講
演
会
「
発
災
時
に
生
き
る
つ

な
が
り
」
で
は
、
知
多
市
南
粕
谷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
み
ん
な

が
顔
見
知
り
に
な
り
、
気
に
な
る
こ
と
が

気
軽
に
話
せ
る
関
係
性
が
大
切
で
、
そ
れ

が
つ
な
が
り
と
な
り
非
日
常
が
や
っ
て
き

た
と
き
に
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
伺
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
講

演
の
感
想
や
、
防
災
・
福
祉
・
防
犯
の
視

点
か
ら
地
域
力

を
高
め
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
さ

れ
ま
し
た
。



22 令和7年3月

愛
知
県
知
事
感
謝
状
受
賞

　

１
月
23
日（
木
）、ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
ア
リ
ー

ナ
に
て
、
第
72
回
愛
知
県
社
会
福
祉
大
会

が
お
こ
な
わ
れ
、
民
生
委
員
の
渡
邊
弘
和

さ
ん
、
中
西
房
子
さ
ん
、
水
谷
由
美
さ
ん

が
愛
知
県
知
事
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
、
町

長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
渡
っ
て
、
地
域
住
民
か
ら
の
相

談
や
乳
幼
児
の
家
庭
を
訪
問
す
る
ド
ア

ノ
ッ
キ
ン
グ
事
業
、
高
齢
者
の
見
守
り
な

ど
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
大
橋
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
に
所
属
す

る
、
大
口
中
学
校
２
年
生
の
山
口
蒼
生
さ
ん
が

第
4
回
全
日
本
U
J
フ
レ
ッ
シ
ュ
ボ
ク
シ
ン

グ
大
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
（
51
㎏
級
）
で
優

勝
し
、
鈴
木
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
。
3
月
末
の
全
国
大
会
に
向
け
「
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
町
長
は
「
夢
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
、

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

多文化共生体験フェス
あいさつから始めよう～楽しく多文化体験～

　オープニングでは、やさしい日本語劇団のコントで、どんな日本語がわか
りにくいのかを楽しく知り、「やさしい日本語」について学ぶことができます。
　他にも、多国籍料理の試食や世界の遊びを通じた多文化体験、習字体験や
折り紙で日本文化体験、また「やさしい日本語」体験ゲームなど盛りだくさ
んです。楽しい多文化体験やおいしい料理の試食で、地域の仲間と交流しま
しょう。みなさまぜひご参加ください。

申し込みが
必要です

日時　３月 16 日（日）午後１時 30 分から３時 30 分　（受付）午後１時 15 分から
場所　憩いの四季 娯楽室
内容　オープニング　やさしい日本語劇団によるコント
　　　体験ブース　世界の遊び体験、多国籍料理試食、やさしい日本語体験ゲーム、日本文化体験
　　　エンディング　子どもたちによる歌・踊りなど　※内容は変更する場合もあります。
対象　国籍問わず、大口町および近隣にお住まいかお勤めの方　５歳以上（低学年までは保護者同伴）
定員　先着 50 名　参加費　無料　※電話かメール、右記二次元コードでお申し込みください。
出展協力　日本語教室 Cereja カフェ、あいうえ Oguchi、大口町中地域自治組織 世代交流部会　ボランティア
　サラダボール Co.
主催　NPO 法人まちねっと大口、大口町　企画　多文化共生レインボー　
問合せ先　NPO 法人まちねっと大口　☎︎ 22-6642　

ボ
ク
シ
ン
グ
全
国
大
会
に
出
場
　

5
2

水
27

1

月


